
防災対策は、

①  自助：住民ひとりひとりが自分の生命・財産は自分で守る

②  共助：地域住民が連携して地域の安全はみんなで守る

③  公助：行政が災害に強い地域の基盤整備を進める

が重要です。

　阪神・淡路大震災では、家屋の倒壊による生き埋めや、

建物などに閉じ込められた人のうち、

   約９５％は自力または家族や隣人に救助され、消防などの

公的機関に助けられたのは、わずか１．７％だったと

というデータがあります。

　発災直後の人命救助や初期消火活動は、近隣住民の協力が

大きな役割を果たすことになります。

　この機会に、自主防災訓練に皆さんで参加しましょう。


